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2月20日号 主 な内 容

所得税・住民税
申 告 は お 早 め に

みんなの健康 ( 2

)

( 3) 面
ま ち で 活 躍 す る
ボランティアたち
足 立 区 実 施 計 画 策 定 ( 4) ( 5) 面

消費者センター/高齢者在宅サ一ビスセンタ一
くら しの 情報 ( 6) ( 7) 面

まちを彫ります

「彫
刻
の
ま
ち
委
員
会
」の
選
定
第
1
号
制
作
中

い
ま
、
足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
新
し
い
息
吹

。彫
刻
の
ま
ち
づ
く
り
計
胛

が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す

。
嬲
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
昨
年
1
0月
、
区
民
が
彫
刻
と

ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
彫
刻
の
ま
ち
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
委
員
会
選
定
第
1
号
と
な
る
の
は

、
都
住
本
木
町
第
ニ
ア
パ
ー
ト
東
側
の
公
園

に
設
置
さ
れ
る
3

体
の
彫
刻
で
す
。
こ
の
公
園
は
今
年
4
月
の
完
成
を
目
指
し
て
整

卿
中
で
、
隣
接
の
興
本
小
学
校
の
通
学
路
も
公
圜
に
沿
つ
て
つ
く
り
ま
す

。
登
下
校

の
際
い
つ
も
彫
刻
と
接
す
る
こ
と
に
な
り
、
子
裝
た
ち
の
芸
術
的
慝
覚
が
目
覚
め
る

契
機
と
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す

。
今
日
は
、
ど
の
よ
う
な
彫
刻
が
で
き
る
の

か
、
制
作
途
中
の
も
の
や
完
成
予
想
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
こ
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
作
者

の
皆
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
熱
意
あ
ふ
れ
る
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。き
っ
と
、

素
敵
な
彫
刻
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
彫
刻
の
ま
ち
委
員
会
は
、
地
域
住
民
の

参
加
を
求
め

、
彫
刻
を
中
心
と
し
た
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
助
一
g
等

を
行
い
ま
す

。
あ
な
た
の
ま
ち
も
芸
術
の
ま
ち
へ
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先
ま
ち
づ
く
り
公
社
(
本
庁
舎
内
)
　
8
7
0
3
6
1
1
～
3

真海朗さん　　

作品「けい」

「たとえぱ、この彫刻が道案内のときのしるし
になるような、地元にとけこんだシンポル的存在
になってほしいですね。かつては、彫亥|」は美術館
などの建物の壁に閉ざされたものでしたけれど、
今はまち中に出て人びとを温かく包んでゆくもの
に変わりました。うれしいことです」

家 永 隆さん
作品「St r eam　si de」

F地元 からr 子供 たちがふ れることの
できる 彫刻」という 要望があった んです。
子供た ちが私の作品 の中に立 って、手で
ふ れたりし ながら 、今 まで にない空間 慝
覚を 体験する。 それが美的 インスピレ ー
ション だったら 最高です 」

大 隅 秀 雄さん
作品「Locus　i n　t he　sky' 89」

「
こ
の
彫
刻
は
、
か
す
か
な
風
で
も
、
ぐ
る
ぐ
る
回
り
続
け
、
勳
き
の
お
も

し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
。
足
立
の
ま
ち
づ
く
り
も
彫
刻
の
設
置
を
は
じ
め
、
様
々

な
勳
き
が
あ
っ
て

、
今
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、
芸
術
家
や
職
人
の
手
づ

く
り
の
良
さ
を
生
か
し
た
作
品
で
ま
ち
を
彩
り
た
い
も
の
で
す
」

特別区長会で決定

4月から土曜(第2第4)閉庁を実施
3月の区議会に条例案を提案

1
月
2
4日
、
特
別
区
長
会
で
は
、
都
と
同
一
の
今
年
4
月
か
ら
、
第
2
・
第
4
土

曜
日
を
閉
庁
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
こ
の
決
定
は
2
3区
共
通
と
な
る
も
の
で
、

各
区
と
も
4
月
実
施
に
向
け
て
、第
1
回
区
議
会
定
例
会
に
条
例
案
を
提
案
し
ま
す
。

足
立
区
で
も
。3
月
の
区
巌
会
定
例
会
に
条
例
案
を
提
案
し

、
足
立
区
閉
庁
問
題
検

討
委
貝
会
報
告
番
に
基
づ
き
、
円
壻
に
土
燿
閉
庁
が
実
施
で
き
る
よ
う
具
体
的
な
牽

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

開
き
ま
す

保
育
園
・
学
童
保
育
室
も

わ
が
国
で
は
、内
需
抵
大
、貿

易
摩
擦
解
消
と
の
か
か
わ
り
か

ら
、
労
働
時
間
短
縮
の
気
邇
が

大
い
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
1
月
、
国
の
行
政
機
関

は
第
2
・
第
4
土
曜
日
を
休
み

と
す
る
土
躍
閉
庁
方
式
を
実

施
。
ま
た
、
金
融
機
闃
は
2
月

か
ら
全
土
曜
日
閉
否
制
と
な
り

ま
し
た
。
都
も
第
2
・
第
4
の

土
曜
閉
庁
方
式
を
4
月
実
施
す

る
た
め
、
定
例
都
鏃
会
に
条
例

案
の
提
案
を
決
め
て
お
り

、
特

別
区
長
会
も
都
と
同
一
時
期
の
4

月
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。

区
で
は

、3
月
の
区
鏃
会
定

例
会
に
条
例
案
を
提
案
し

、
可

決
さ
れ
れ
ぱ
、4
月
か
ら
国
・

都
と
同
様
、
第
2
・
第
4
土
曜

日
は
閉
庁
日
と
な
り
ま
す

。

閉
庁
に
あ
た
っ
て
、区
民
サ

ー
ビ
ス
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

緊
急
時
の
業
務
体
制
の
整
備
、

囗
座
振
替
の
推
進
な
ど
の
方
策

に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
き

た
さ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。閧

庁
・
閉
庁
部
門
の
振
り
分

け
は
次
の
と
お
り
で
す

。

開

庁

①
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

②
交
髻
制
勦
務
の
職
場

③
保
育
園
、
学
童
保
育
窒
(
今

後
閉
庁
に
つ
い
て
検
討
)

※
別
表
参
照

。

閉

庁

右
の
①
～
③
を
除
い
て
は
第

2
・
第
4
の
土
雕
日
を
閉
庁
し

ま
す
。

な
お
今
回
、
幼
稚
園
お
よ
ぴ

小
・
中
学
校
は
土
曜
閉
庁
方
式

導
入
の
検
討
か
ら
除
外
し
て
い

ま
す
。

今
浚
も
、
実
施
に
際
し
区
民

の
皆
さ
ん
が
閉
庁
土
羶
日
に
誤

つ
て
窓
囗
を
訪
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、P
R
活
勳
を
行
い
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
企
圃
課

8
8
2
1
1
1
1㈹

葦立ち昨
年
来
、
国
会
で
は
、
政
治

倫
理
に
つ
い
て
綸
巖
さ
れ
て
お

り
ま
す

。本
来
、公
平
・
公
正
を

冒
と
し
な
け
れ
ぱ
い
け
な
い
権

力
や
枢
限
を
持
つ
者
は
、
特
に

濔
癖
な
倫
理
観
が
必
要
で
す
。

新
闖
を
読
み
な
が
ら
、
私
は

論
語
の
一
節
を
思
い
出
し
ま
し

た

。孔
子
の
弟
子
の
子
貢
が
、
政

治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
師
に
問

い
ま
し
た
。
孔
子
は
「
食
を
十

分
に
し

、
偉
え
を
十
分
に
し
、

そ
し
て
人
民
と
の
信
頼
関
係
を

十
分
に
す
る
こ
と
だ
I
と
。

子
賁
が
「
万

气

や
む
を
え

な
い
理
由
で

、
そ
の
三
つ
の
う

ち

、
ど
れ
か
一
つ
を
省
く
と
す

れ
ぱ
、
何
を
先
に
省
き
ま
す
か
?

」。
一
、備
え
だ

」
と
孔
子
。

子
貢
が
さ
ら
に

刄

一
、
や

む
を
得
な
い
理
由
で

。
残
る
二

つ
の
う
ち
一
つ
を
耆
く
と
し
た

ら
ど
れ
が
先
で
す
か
?

」

子
曰
く
「
食
物
を
省
く
。な
ぜ

な
ら
、
人
民
か
ら
信
頼
が
な
け

れ
ぱ
、
国
冢
そ
の
も
の
が
改
り

立
つ
て
ゆ
か
な
い
か
ら
だ
」　

紀
元
前
約
沺
年
前
。
キ
リ
ス

ト
も
仏
陀
も
マ
ホ
メ
ッ
ト
も
出

現
す
る
は
る
か
前
に
、
こ
れ
ほ

ど
の
思
想
を
持
つ
て
い
た
孔
子

の
偉
大
さ
に
は
、
た
だ
敬
服
す

る
ぱ
か
り
で
す
。

私
は
、職
員
に

、こ
の
孔
子
の

言
葉
を
披
露
し
ま
し
た
。
当
り

前
で
あ
り
な
が
ら
、
つ
い
忘
れ

ら
れ
が
ち
な
こ
と
を
、
皆
で
も

う
一
度
考
え
て
欲
し
か
っ
た
か

ら
で
す

。

庄
民
に
最
も
身
近
か
な
区
政

で
、「
ど
ん
な
良
い
政
策
を
行
つ

て
も
、
区
民
の
信
頼
な
く
し
て

は
無
に
等
し
い

」
こ
と
を
再
磴

認
し
た
の
で
す

。

区
長

古

性

直
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所得税・住民税　申告はお早めに
3月15日までです

申告期限が近づきますと、窓囗y
大変混みあいます。比較的すい
匸いる今のうちにお願いし ます。

記
入
も
れ
や
誤
り
の
な
い
よ
う
に

≪
損
を
し
な
い
た
め
に
、

所
得
控
除
欄
の
記
入
も
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
≫

□
扶
養
控
除

生
針
を
一
に
す
る
扶
養
観
族

で

、
6
3年
中
の
所
辱
が
3
3万
円
(
不

勳
産
所
樽
等
の
不
労
所
寿
は
1
0万

円
)
以
下
の
人
を
扶
養
し
て
い
る

と
き
。

□
配
偶
者
特
別
控
除

申
告
者
の
合
計
所
碍
が
膳
万
円

以
下
で
、
配
偶
者
が
次
の
場
合
に

該
当
し
ま
す

。

▽
6
3年
中
の
所
寿
が
、
住
民
税
は

4
9万
5
千
円
未
揖
、
所
寿
税
は

5
0万
円
未
爾
(
不
労
所
碍
の
場

合
は
3
.
3倍
し
て
計
算
し
ま
す
)

▽
他
の
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い

な
い

▽
事
業
専
従
者
に
な
っ
て
い
な
い

ま
た
、
配
偶
者
の
所
痔
が
3
3万

円
(
不
労
所
辱
の
場
合
は
1
0万
円
)

以
下
な
ら
、
配
偶
者
控
除
も
受
け

ら
れ
ま
す

。

□
社
会
保
険
料
控
除

そ
の
年
に
支
払
つ
た
、
健
康
保

険
料
や
厚
生
年
金
保
険
料
な
ど
で

す
が
、
国
民
健
康
保
険
料
、
国
民

年
金
保
険
料
も
該
当
し
ま
す
。

□
障
害
者
控
除

身
体
津
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳

を
お
持
ち
の
人
。
寝
た
き
り
で
常

に
復
碓
な
介
護
を
要
し
て
い
る
人

も
該
当
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
を
扶
養
し
て
い

る
場
合
は
、
璋
害
者
扶
養
控
除
、

同
罟
特
別
障
害
者
控
除
が
あ
り
ま

す
。た

だ
し
、
老
人
扶
養
控
除
に
も

該
当
し
て
い
る
場
合
、
竈
復
し
て

受
け
ら
れ
ず
、
老
人
扶
養
控
除
は

一
般
扶
養
に
な
り
ま
す
。

□
寡
婦
・
寡
夫
控
除

6
5歳
以
下
(
大
正
1
3年
1
月
2

日
生
れ
以
降
)
で

、
次
に
該
当
す

る
人
。

寡
婦
・
:
死
別
、
離
婚
の
場
合
で

、

扶
餮
親
族
ま
た
は
合
計
所
寿
3
3
　

万
円
以
下
の
子
を
有
す
る
人
。

ま
た
、
死
別
で
右
記
の
被
扶
雙

者
が
い
な
い
場
合
は
本
人
の
合

計
所
得
が
3
0
0万
円
以
下
の
人

寡
夫
・
:
死
別
、
扉
婚
の
場
合
で
、

本
人
の
合
肘
所
叫
が
3
0
0万
円
以

下
で
合
計
所
槫
3
3万
円
以
下
の

子
を
有
す
る
人

□
老
年
者
控
除

6
5歳
以
上
(
大
正
1
3年
1
月
1

日
生
れ
以
前
)
で
、
合
計
所
寿
1

千
万
円
以
下
の
人
が
該
当
し
ま

す
。
分
離
誤
渡
所
得
が
あ
る
場
合

は
、特
別
控
除
前
で
判
定
し
ま
す
。

≪
次
の
こ
と
は
誤
り
や
す
い
の
で

特
に
ご
注
意
を
≫

□
公
的
年
金
等
の
課
税
計
算
　

6
3年
分
の
所
寿
か
ら
公
的
年
金

等
の
所
寿
の
種
類
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

か
ら
公
的
年
金
等
控
除
額
を
差
し

引
い
た
額
を
雑
所
得
と
し
て
黔
算

し
ま
す
(
3
面
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
)
。

□
医
療
費
控
除

対
象
と
な
る
医
僚
費
は
、
自
分

ま
た
は
自
分
と
生
計
を
一
に
す
る

配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
に
係
る

分
で
す
。

医
療
費
控
除
は
、
数
年
分
の
医

療
費
を
閼
じ
年
分
で
申
告
は
で
き

ま
せ
ん
。
各
年
分
ご
と
に
実
際
の

支
払
い
日
で
区
分
し
ま
す
。
た
だ

し
、
そ
の
年
の
合
計
所
得
の
5
%

ま
た
は
1
0万
円
<
6
2年
分
以
前
は
5

万
円
)
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方

を
超
え
る
部
分
の
額
で
す
。

ま
た
、出
産
費
、
高
額
療
養
費

な
ど
健
康
保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
は
医
療
費
の
計
算
上
差
し

引
か
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

給
料
か
ら
所
得
税
が
差
し
引
か

れ
て
い
る
人
は
、
還
付
申
告
が
必

要
で
す
。

所
得
税

□
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

①
6
3年
分
の
合
計
所
碍
金
額
が
所

寿
控
除
(
扶
餮
控
除
や
社
会
保

険
料
控
除
ほ
か
)
の
合
計
額
を

超
え
る
人

②
給
与
所
寿
者
で
も

▽
給
与
の
年
収
が
千
5
0
0万
円
を
超

え
る
人

▽
給
与
以
外
に
2
0万
円
を
超
え
る

所
寿
が
あ
る
人

▽
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
観
族

な
ど
で
、
そ
の
法
人
か
ら
給
与

以
外
の
支
払
い
を
受
け
た
人

▽
2
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

年
末
跼
整
を
さ
れ
な
い
人

③
資
産
所
琳
の
合
算
課
税
の
適
用

を
受
け
る
人

□
確
定
申
告
書
の
提
出
場
所

所
峨
の
税
務
署
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▽
足
立
税
務
醫

▽
西
新
井
税
務
筈

住
民
税

□
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

①
6
3年
中
に
所
辱
が
あ
り
、
6
4年

1
月
1
日
現
在
、
区
内
に
庄
ん

で
い
る
人

②
区
外
に
住
ん
で
い
て
も
、
区
内

に
事
務
所
や
事
業
所
、
家
屋
敷

が
あ
る
人

□
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人

①
税
筋
署
に
確
定
申
告
す
る
人

②
6
3年
中
の
所
寿
が
給
与
だ
け
で

給
料
か
ら
住
民
税
を
差
し
引
か

れ
て
い
る
人

③
6
3年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人

④
6
4年
1
月
1
日
現
在
、
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
た
人

⑤
6
3年
中
の
合
計
所
寿
が
【
(
控
除

対
象
配
偶
者
十
扶
養
親
族
数
十

―
)
×
3
1万
円

】
以
下
の
人

※
上
記
③
I
⑤
に
骸
当
す
る
人
で

も
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行
や
国

民
年
金
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
り

ま
す
の
で

、
提
出
に
ご
協
力
を
お

頴
い
し
ま
す
。

□
住
民
税
申
告
書
の
提
出
場
所

区
役
所
中
央
本
町
庁
舎
・
課
税

課
、
ま
た
は
各
区
民
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
必

要
な
人
は
、
課
税
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
に

感
謝
状
贈
呈

振
替
納
税
制
度
の
利
用
勵
奨
や
税
知

掀
の
普
及
な
ど
、
地
域
で
の
活
勳
や
区

の
税
務
行
政
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
左

記
の
組
合
に
対
し
2

月
1
6日
、
区
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

≪
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
名
≫

▽
千
住
仲
町

▽
千
住
五
の
日
会

▽
長
門
町

▽
峻
瀬
酒
販

▽
足
立
青

色
苛
井
第
二

▽
西
新
井
罨
類

▽
本

木
第
十
一

▽
梅
田
第
四

▽
江
北
第

六

▽
栗
原
第
四

A
納
税
課
V

問 合 せ 先

所 得 税
税務相談室足立分室　( 881) 8692　　　　　

( 千住 旭町4- 21 足立 税務 署内)
足立税務署　( 888) 6241　　　　　

( 千住旭町4- 21)
西新井税務署　( 840) 1111　　　　　

( 栗原3- 10- 16)

住 民 税
区役所中央本町庁舎( 中央本町1- 17- 1)
課税課　( 880) 5081

確 定 申 告

ご利用ください
受 付・相談窓 口

□ 住民税の出張受付
( 区 役所課悦諌皸 員が 行い ますl

□ 小規槓納税者のための確定申告無料相談
( 税 理士会か行い ます)

所 得 税・住 民 税 改 正 点
* 太わく内は地方税法に基つきます
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今
年
も
税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

所
耨
税
は
昭
和
6
3年
分
、住
民
税
は
平
成
元
年
度
分
か
ら
税
率
、

控
除
額
等
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
改
正
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

≪
所
得
税
と
住
民
税
が共

通
す
る
項
目
≫

□
公
的
年
金
等
の
課
税
方
法

公
的
年
金
等
の
収
入
は
、
今
ま

で
給
与
所
縟
と
し
て
扱
つ
て
い
ま

し
た
が
、
6
3年
分
か
ら
雑
所
寿
と

し
て
計
算
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
今
ま
で
の
老
年
者

年
金
特
別
控
除
お
よ
び
紿
与
所
痔

控
除
に
代
え
公
的
年
金
等
控
除
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
(
所
縟
控
除
貘

の
計
算
方
法
は
下
表
の
と
お
り
)
。

6
5歳
以
上
の
人
で
収
入
が
年
金

だ
け
の
場
合
、
お
お
む
ね
2
4
6万6

千
晦
円
以
下
な
ら
住
民
税
は
か
か

ら
ず
、
S
万
円
以
下
な
ら
所
槫
税

も
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
収
入
が
年
金
だ
け
の
場

合
、
他
の
観
族
の
扶
餮
に
な
れ
る

限
度
額
は
1
5
3
万
円
以
下
で
す
。

□
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
新
設

給
与
所
碍
者
が
、
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
特
足
支
出
を
し
た

場
合
、
6
3年
中
の
特
定
支
出
の
合

計
額
が
紿
与
所
夥
鯉
除
額
を
超
え

る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
糲
を
紿

与
所
得
控
除
後
さ
ら
に
申
告
に
よ

り
控
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
特
定
支
出
の
内
容
等
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

□
利
子
等
の
課
税
制
度

6
3
年
4
月
1
日
以
降
に
支
払
わ

れ
た
利
子
所
縟
お
よ
び
証
劵
投
賢

信
託
の
収
益
に
係
る
配
当
所
傳
は

源
泉
分
離
課
税
と
な
0
ま
し
た
　

(
所
得
税
1
5
气
住
民
税
5
%
)
。

□
家
内
労
働
者
等
の
必
要
経
費
の
　

最
低
保
障

内
職
所
慱
者
、
外
交
員
等
の
人

で
、
必
要
経
費
が
5
7万
円
に
鵺
た

な
い
人
は
、
そ
の
範
囲
内
で
必
妥

経
費
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

蒙
内
労
働
者
等
に
は
、
物
品
販

売
、
自
営
な
ど
の
よ
う
な
不
特
定

の
人
に
対
す
る
役
務
の
提
供
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

簟
内
労
働
者
等
と
は
、
内
廠
所

得
者
、
外
交
員
、
集
金
人
、
電
力
I

計
の
検
針
人
ま
た
は
特
定
の
人

に
対
し
て
。
継
続
的
に
人
的
役
務

の
提
供
を
行
う
こ
と
を
業
務
と
す

る
人
を
い
い
ま
す
。

□
退
職
所
得
控
除
額
の
引
き
上
げ

退
戰
所
得
に
対
す
る
所
得
税
・

住
民
税
は
、
他
の
所
槫
と
分
離
し

て
退
職
金
等
か
ら
差
し
引
か
れ
ま

す
が
、
そ
の
税
計
算
に
お
け
る
退

職
所
碍
控
除
額
が
次
の
と
お
り
引

さ
上
げ
ら
れ
ま
し
た
(
昭
和
6
4年
1

月
1
日
以
降
適
用
)
。

▽
勤
続
年
数
2
0
年
ま
で
…
1
年
に
　

つ
き
4
0
万
円
(
旧
2
5
万
円
)

▽
勤
続
年
數
2
0
年
超
…
i
年
に
つ
　

き
7
0万
円
(
旧
5
0万
円
)

そ
の
他
の
主
な
改
正
項

目
は
、2
面
下
表
の
と
お

り
で
す
。

所
得
税
の
還
付
申
告

□
住
宅
取
得
(
等
)
特
別
控
除

家
屋
の
釿
築
や
購
入
ま
た
は
増

改
築
を
し
て
、6
ヵ
月
以
内
に
入

居
し
た
場
合
で
、
入
居
月
日
が
6
3

年
1
月
1
日
以
降
の
と
き
な
ど
で

す
が
、
他
に
も
骸
当
条
件
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
次
の
項
目
が
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽
増
改
築
が
対
象
に
な
り
ま
す

▽
所
蒔
制
限
が
1
千
万
円
か
ら
3
　

千
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
▽
建
物
の
面
積
の
制
限
が
な
く
な

り
ま
し
た
(
従
来
は
旆
平
方
ご

以
下
)
。
た
だ
し

、
殖
物
の
面
積

が
4
0平
方
む
以
上
の
も
の

く
わ
し
く
は
、
税
務
番
ヘ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
6
3
年
中
に
退
職
さ
れ
た
人

再
就
職
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
年
末
誨
整
を
受
け
て
い
な
い

の
で
申
告
を
す
る
と

、
納
め
て
あ

る
所
痔
税
が
戻
つ
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

。

源
泉
微
収
票
と
印
か
ん
と
預
金

通
帳
を
持
つ
て
、
所
轄
の
税
務
署

で
還
付
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
賢
控
除
の
申
啻

は
、
区
役
所
中
央
本
町
庁

舎
・
課
税
課
で
も
3
月
1
5

日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

所
得
の
証
明
書

前
年
中
の
所
得
を
証
明
し
ま

す
。
平
成
元
年
度
の
証
明
は
、6

月
9
日
か
ら
、
住
民
税
を
給
料
か

ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
人
は

。5

月
1
0日
か
ら
発
行
の
予
定
で
す

。

中
央
本
町
庁
舎
・
課
税
課
ま
た

は
各
区
民
募
筋
所
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。印
か
ん
と
手
数
料
(
1
通

に
つ
き
2
0
0円)
が
必
薺
で
す

。

※
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
以
外

の
人
が
取
り
に
来
る
場
合
は
、
委

任
状
か
代
理
権
授
与
通
知
書
が
必

要
で
す
。

公的年金等控除額の速算式

みんなの健康
足立保健所　855- 4151
千住保健所　688- 4277
江北保健相談所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171

中央本町保健相談所　880- 5351

保健・衛生

ガ イ ド

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

現
在
、
区
で
は
寝
た
き
り
の

方
を
対
象
に
、
防
問
譽
霞
指
導

を
與
施
し
て
い
ま
す
の
で

、
ご

利
用
く
だ
さ
い

。

対
象

在
宅
で
4
0鐡
以
上
の
寝

た
き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療

養
方
法
、番
護
方
法
、機
能
馴

練
方
法
、家
族
へ
の
支
攪
、諸

制
度
の
活
用
方
法
等

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
1

回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所
・

保
健
相
談
所

3
月
の
献

血恒
例
の
愛
の
献
血
を
下
記
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
午
前
1
0
時
～
午
陵
　

3
時
3
0分
(
昼
食
・
休
憩
時

間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
宇
血
蔽

セ
ン
タ
ー
(
　
g
5
7
0
1
)
　

ま
た
は
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係
(
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

▽
3
日
(
金
)
…
入
谷
中
学
校

▽
5

日
(
日
)
…
北
千
住
駅
西

囗
、
西
新
井
駅
柬
口

▽
6
日
(
月
)
…
青
木
信
用
金
麿
　

足
立
支
店

▽
1
0
日
(
金
)
…
西
新
井
消
防
署
　
　

(
大
師
前
出
彊
所
)

▽
1
2
日
(
日
)
…
竹
ノ
獵
駅
東
口

▽
1
3
日
(
月
)
…
朝
日
信
用
金
車
　

足

立

支

店

▽
1
5
日
(
水
)
…
西
新
井
駅
東
囗

▽
1
6
日
(
木
)
…
江
北
区
民
事
務
　

所

宮

城

分

室

▽
1
7
日
(
金
)
…
江
北
通
り
商
店
　

衝
(
エ
ス
フ
ー
ズ
駐
車
場
)

▽
1
9
日
百
T
北
千
住
駅
西
囗

▽
2
0
日
(
月
了
竹
ノ
獵
駅
東
囗

▽
2
2
日
(
水
)
…
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
　

(
梅
田
7
-
3
3
-
I
)

▽
2
6
日

百
T

北

千

住

駅

西

口

▽
2
7
日
(
月
T
S

和

銀

行

花

畑

支

店

▽
3
0
日
(
木
)…
北
千
住
収
西
囗

2 月24日開設します 休日診凍所

健
康
ア
ド
バ
イ
ス骨

粗
鬆
症
と
は

近
年
老
齡
人
口
の
増
加
に
伴

つ
て
骨
粗
鬣
屁
は
増
え
て
来
て

い
ま
す
。

骨
粗
髱
苣
の
屁
状

が
も
っ
と
も
よ
く
現

れ
る
の
は
背
骨
で

す
。
背
骨
が
も
ろ
く
な
る
た
め

に
腰
痛
を
生
じ
ま
す
。
こ
の
痛

み
は
朝
、
体
を
勳
か
し
始
め
に

痛
む
の
が
特
徹
で
す
。
ま
た
。

畳
の
上
で
こ
ろ
ん
だ
だ
け
で
股

の
つ
け
ね
の
骨
折
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

骨
に
は
蔵
器
を
保
護
し
た

り
、
体
を
支
え
た
り
、
骨
髄
で

血
蔽
を
作
つ
た
り
す
る
勳
き
の

ほ
か
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン

な
ど
の
大
切
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
貯

え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
必
要
な
と
き
に
血
中
に
も
ど

し
ま
す
の
で
、
不
足
分
は
食
募

か
ら
と
ら
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
バ
ラ
ン
ス
が
年
を
と
る

と
く
ず
れ
て
來
て
、そ
の
結
果
、

骨
が
も
ろ
く
な
り
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
摂
取
不
足
、
腸
か
ら
の
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
弱
る
こ

と
、
ビ
タ
ミ
ン
D
の
不
足
、
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
喪

失
、
運
勳
不
足
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

寒
い
季
節
に
は
、
高
齡
者
は

ど
う
し
て
も
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
壓
外
に
出
て
散
歩
や
日
光
浴

を
心
掛
け
る
と
と
も
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

≪
足
立
区
医
師
会
≫
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まちで 活
躍

する
ボ ラ ン ティア たちモ モ コ

・レポ ー
ト

。
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
少
し
で
も
住
み
良
く
し
た
い
'
-

今
。
区
内
で
は
、
こ
の

よ
う
に
考
え
る
区
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
自
主
的
に
無
賀
酬
で
活

励
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
は
、福
祉
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。今
回
の
モ
モ
コ
。レ
ポ
ー
ト
は
、
旭
域
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
防
ね
て
み
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
中
に

心
の
ふ
れ
あ
い
を

手
を
つ
な
ぐ

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福 祉
皿
害
者
や
お
と
し

よ
り
を
支
え
、
励
ま

す
福
祉
の
崘
-
。
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
万
た
ち
は
そ

の
中
心
的
存
亀
。
そ
の
活
動
内
容

も
手
話
通
訳
、
録
昌
テ
ー
プ
の
爬

吸
か
ら
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
老
人
介

霞
、
通
信
と
輜
広
く
、
年
代
を
超

え
た
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
区
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
事
分
け
的
グ
ル
ー
プ

。あ

じ
さ
い
'

を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

西
新
井
大
師
の
駅
前
に
あ
る
足

2
区
社
合
福
祉
S
議
会
分
童
が
活

勣
処
点
。
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
吉
魯

や
手
芸
陌
品
の
バ
ザ
ー
で
廿
合
福

祉
団
体
へ
の
寄
付
を
将
う
ほ
か
、

事
仕
活
励
を
積
価
的
に
吁
っ
て
い

ま
す
。

「
人
の
役
に
2
ち
た
い
、
人
と

人
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
穴
切
に
し

た
い
と
考
え
る
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
で
き
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
で
も

こ
れ
は
、
ど
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
で
も
同
じ
こ
と
で
す
一

と
代
賈
の
千
葉
寿
笑
子
さ
ん
(
新

田
三
丁
目
在
住
)
。

区
内
の
老
人
や
障
害
者
団
体
の

運
励
台
、
文
化
祭
な
ど
の
吁
亭
に

は
、
区
内
の
ほ
と
ん
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
駆
け
つ
け
、

遭
営
の
お
手
伝
い
か
ら
身
の
回
り

の
世
略
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
吩
力

し
合
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
よ
り
一
一

の
協
力
体

制
を
と
。
4
年
前
、
6
つ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
(
現
在
は
1
0

グ
ル
ー
プ
)
と
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
で

。足
立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
合
会
・

が
電
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
齢
化
社
命
を
迎
え
て

、
私

た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
や
役

割
は

、
ま
す
ま
す
一
要
に
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
一
と
刀
晩
。

「
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
中
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
貞
と
な

れ
る
よ
う
な
福
祉
の
箋
設
つ
く
り

を
進
め
て
欲
し
い
』
と
運
合
会
の

会
長
で
も
あ
る
千
葉
さ
ん
は

、
行

歡
に
嬰
望

。
そ
し
て
「
多
く
の
人

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
励
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い

。
仲
間
に
も
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

に

関
す
る
相
談
は
…

☆
ボ
ラ
ン
テ
4
7
活
助
を
始
め

た
い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
手

伝
ワ
て
ほ
し
い
人
は
、
下
記
の

悪
口
に
ご
相
鮫
く
だ
さ
い
。

足立ボランティア・クラブ登録グループ一覧

活
動
始
め
て
満
1
歳

江

北

高

校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ

て
み
た
い
け
ど
、
き
う
か
け
か
な

く
て
・…

そ
ん
な

。同
志
‘
が
鳴

然
に
も
集
ま
っ
た
の
か
1

年
前
で

し
た
』

1
5人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
サ

ー
ク
ル
も
、
現
在
で
は
2
6人
。

「
障
害
者
の
体
膏
舜
を
お
手
伝

い
し
た
と
き
、
体
の
自
白
の
き
か

な
い
人
が
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
一

生
懸
命
走
る
黶
を
見
て
、
と
て
も

感
助
し
ま
し
た
」

「
覚
え
た
て
の
手
話
か
カ
タ
コ

ト
で
も
通
じ
て

う
れ
し
か
っ
た
」

と
、
1
年
間
の
居
動
を
振
り
返

り
ま
す

「
ま
だ
ま
だ
勉
強
中

で
も

い
ろ
い
ろ
な
人
と
ふ
れ
あ
い

語

り
皀
っ
て
自
分
た
ち
も
成
長
し
て

い
き
た
い
I

そ
し
て
、
思
の
長
い
危
動
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
弯
て

た
い

と
、
砲
負
を

語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

区
内
で

は
、
齠
?
足

立
新
田

高

校
、
潤
徳
女

子
高
校
の
生

徒
た
ち
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
卜
っ

て
い
ま
す
。

若
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

芽
が
ま
た
ひ

と
つ
、
思
つ

き
始
め
ま
し

た
。

こ
の
日
は
バ
ザ
ー
に

出
す
お
手
玉
づ
く
り

(
あ
じ
さ
い
)

昨 年10 月 の 身 皿 者 の

体 育 祭 。ボ ラ ン テ ィ
ア が100人 以 上 も 集 ま

っ て 大 盛 況 で し た

み
ん
な
で
和
友
あ
い
あ
い
と
手
話
の
霾
習

国際交流 市
民
レ
ベ
ル
の

国
際
交
流
を

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
と
も
だ
ち
」「
か
け
は
し
」

「
外
国
か
ら
采
ら

れ
た
方
は
ご
近
研
と

あ
い
さ
つ
以
上
の
話

が
で
き
ず
。
地
岐
の

中
で
皿
立
し
が
ち
。

習
愃
や
又
化
の
一

い
に
と
ま
ど
う

こ
と
も
多
く
、
そ
の
不
安
、
悩
み

は
。
と
て

も
切
実
で
す
を

。か
け

は
し
'
の
代
表
、
小
童
元
子
さ
へ
　

こ
の

。日
本
語
を
教
え
ま
す
'

と
い
う

ち
ょ
っ
と
ユ
ニ
ー
ク
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
区

の
日
本
晤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貿
成
講

座
の
卒
業
生
た
ち
が
2
年
前
に
結

濆
し
た
も
の

現
在

綾
爾
プ
ル

ミ
エ
と
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
に
分

か
れ
て
2
0

力
国
・
2
8人
の
生
徒

の
栢
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

個
人
個
人
の
レ
ベ
ル
に
心
じ
て

取
材
や
指
導
方
法
を
変
え
る
な

ど
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
キ
メ
の
崕

か
い
指
導
に
加
え
て
「
ウ
サ
ギ
小

屋
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
市
民
の

生
活
も
知
っ
て
欲
し
い
一
と
。
日

本
の
目
慣
や
口
常
生
活
、
文
化
に

つ
い
て
の
疑
問
、
賢
問
に
も
て
い

ね
い
に
苔
え
て
い
ま
す
。

「
最
初
の
う
ち
は
言
葉
だ
け
の

や
り
と
り
が
、
次
第
に
人
と
人
と

の
お
つ
き
ゐ
い
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
一
と

。と
も
だ
ち

‘
の
代
弐
、

大
尽
治
子
さ
ん
。

!
葉
や
国
の
カ
ペ
を
乗
り
越
え

た
ふ
と
し
の
ふ
れ
あ
い
が
信
頼
関

係
を
生
み
、
上
徒
の
出
産
に
爾
え

て
受
け
入
れ
る
詞
院
を
探
し
、
付

き
添
う
ボ
ラ
ン
テ
f
ア
も
い
る
そ

う
で
す
。

そ
し
て

、
陰
で
こ
の
活
動
を
支

え
て
い
る
の
が
保
壽
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

。か
る
か
も
黝
日
朮
晒
教
童
に

過
う
生
徒
の
子
供
た
ち
の
世
話
を

し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
子
供
を
見
て
も
ら
っ

た
。だ
か
ら
自
分
も
」「
子
供
を
持

っ
て
い
て

も
。活
動
す
る
厩
会
を
」

区
で
行
う
講
演
会
や
講
座
に
も

保
考
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
躯
け

つ
け
、『
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
も
勉
強

中
で
す
か
』
と
前
置
き
し
な
が
ら

も
お
卮
さ
ん
た
ち
の
学
習
活
動
を

心
援
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
手
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
た
で

。

今
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
翰
は
。

大
き
く
大
き
く
広
が
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

生徒の矢継ぎ早の質問にひとつひとつ答えます
( 婦 人 総 合 セ ン タ ーで)

ジ ュ ニ ア・

リーダー活動
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
役

大

川

和

利
さん

(
日
の
出
町
)

一
ジ
ー
一
ア

ーリ
ー
ダ
ー
の

主
な
役
目
は
、

子
ど
も
会
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
指
導

・
補
佐
。
ゲ
ー

一
ム
を
し
た
り
キ
ャ
ン
-
-

プ
に

連
れ

て
い

っ
た
　

り

、
い
ろ

い
ろ

な
体

喰

を

さ

せ

て

い

ま

す

」シ
ュ
ニ
ア
ー
リ
ー

ダ
?
に
な
る
の
は
、

教

育
委
員

会
が

行
う
A

か

ら
C

ま
で

あ
る

研
修

を
修

了
し

た
中

学

・
高
校

生

。

子
ど

も
僉

胎
励

や
旭

峨
行
S

を

傴
氣

け

、
野

外

活
励
で

は
籔

ご
う

の
便

い
方

か
ら

テ
ン

ト
の

張
り

方
ま

で
教

え

ま
す

。

大
川
さ

ん
は

、
こ

の

第
1

朋

生

。

以
来
1
5

年
閏

、
ジ
ュ

ニ
ア

・
リ
ー
ダ
ー
活
動
に
携
わ
り
、
現

在
は
り
I
ダ
ー
た
ち
の
指
導
・
肓

成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

一
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
と
、
包
丁

ど
こ
忝
か
マ
ッ
チ
夸
す
っ
た
こ
と

も
な
く
、
話
し
か
け
て
も
返
事
が

で
き
な
い
く
ら
い
不
安
が
づ
て
い

た
子
の
顯
が
、
見
る
見
る
う
ち
に

生
き
生
き
し
て
く
る
ん
で
す
よ
』

ケ
ガ
の
手
当
て
を
し
た
り
、
熱

を
出
し
た
子
に
ひ
と
晩
中
、
付
き

勣
う
こ
と
も
。
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、

頼
り
に
な
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
ぷ
り
を
発
揮
し
ま
す
。

「
し
か
し
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
時
代

の
反
映
か
、
仲
閏
と
遊
べ
な
い
、

勧
が
無
い
と
向
も
で
者
な
い
子
糾

た
ち
が
I
え
て
い
ま
す
」

そ
こ
で
、
子
ど
も
会
活
励
を
も

つ
と
活
発
に
し
よ
う
と
、
区
内
各

旭
域
の
子
ど
も
合
活
励

の
圃
査
を
進
め
て
い
ま

す
。『

社
合
人
の
立
場
か

ら
、
ジ
ュ
ニ
ア

ーリ
ー

ダ
ー
活
』
も
含
め
た
青

少
年
健
全
膏
成
を
考
え

て
い
き
た
い
」

鈴
木
郡
知
事
に
「
青

年
の
船
」
を
提
言
し
た

こ
と
も
あ
る
大
川
さ
ん

の
行
動
力
は
。
足
立
の

子
供
た
ち
に
き
っ
と
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、「
も
っ
と
シ

ー
一
ア
・
リ
ー
ダ
ー
を

活
用
し
、
膏
て
て
欲
し

い
」
と
、
地
域
の
人
に

呼
ぴ
か
け
て
い
ま
す
。

子 供 た ち1防人 を 連 れ て 鹿 沼 野 外 レ ク リ エ ー

シ ョ ンセ ン タ ー ヘQ 三圃 中 央 ・ 大 川 さ ん)

地域清掃
毎
朝
の
道
路
清
掃
が

私
の
健
康
法

梅
田

一

郎
さん

(柳

原
二

丁
目
)

「
こ
こ
の
爾
路
樹
は
サ
ク
ラ

。

お
花
見
の
こ
ろ
は
み
ご
と
で
す

よ

。
で
も

、
秋
は
枯
れ
柴
が
畋
う

て
ね

。
見
る
に
見
か
ね
て
掃
き
始

め
た
ん
で
す

。1
0年
か
2
0年
前
ぐ

ら
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
」

部
綫
に
な
る
梅
田
さ
ん
の
起
床

は
毎
朝
6
眄
。
近
所
の
遍

路
と
十
一
面
覿
a
の
境
内

の

掃
除
が
毎
朝
の
日
展
で

す

。枯
れ
葉
が
落
ち
る
こ
ろ

は

、
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋

が
毎
日
い
っ
ぱ
い
に
な
る

ほ
ど
で
す

。

数
年
前

。
両
掃
中
に
ワ

キ
見
運
転
の
自
励
車
に
は

ね
ら
れ
て
ヶ
が

。
そ
ん
な

S
が
あ
っ
て
も
灣
珊
を
厩
け
、そ

の
活
勳
ぷ
り
は
近
所
の
人
た
ち
の

評
判
と
な
っ
て
い
ま
す

。
交
番
の

お
ま
わ
り
さ
ん
が

「
ご
苦
労
さ
ま

で
す
」と
歌
礼
し
て
い
っ
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す

。

『
自
分
が
住
ん
で
い
る
所
膏
き

れ
い
に
し
た
い
と
思
う
の
は
当
然

の
こ
と

。
ゴ
ミ
の
無
い

・ち
は
気

持
ち
い
い
で
す
よ
」
と

、
ご
く
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
の
よ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

。自
分
た
ち
の
ま
ち
は

、
自
分

た
ち
の
手
で
美
し
く
‘

こ
う
考
え
る
区
民
の
皆
さ
ん
の

目
豆
た
な
い
活
励
が
、
地
域
を
う

る
お
い
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

ホ
ウ
キ
を
持
り
て
い
る
う
ち
に
夜
が
明
け
て
い
き
ま
す

足
立
の
中
に
は

、「
人
の
た

め
に
」
と
活
励
し
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い

る
の
で
す

ね
。
モ
モ
コ

、
感
激
し
ま
し

た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
軸
か
も

っ
と
広
が
っ
て

、「
や
さ
し
い

ま
ち
、
あ
だ
ち
」
つ
て
呼
ぱ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

、
と

っ
て
も
ス
テ
キ
で
す
ね
。

平成 元年度～3 年度

実施

計画

を
策定

し
ま
し

た

区
で
は
二
謫
和
の
と
れ
た
。心
豊
か
な
住
み

よ
い
足
立
」の
実
現
の
た
め
、各
種
の
施
策
を
叶

一
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
計
一
的
観
行

の
指
叶
と
な
る
i
立
区
実
施
計
」(
平
成
元
年

度
～
3
年
度
)
」を
こ
の
ほ
ど
爾
t
し
ま
し
た
。

商
店
街
の
振
興
を
促
進

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

中
央
河
川
公
園
の
整
備

@
実
施
計
画
と
は

実
施
計
画
は

、
昭
和
肌
嶇
覃
に

改
定
し
た

「
基
本
計
鬯
」
に
示
さ

れ
た
目
標
を
耳
体
的
に
実
現
さ
せ

る
た
め
、
施
策
ご
と
の
一
点
課
題

を
計
圃
的
に
推
遇
し
よ
う
と
毎
年

策
定
す
る
も
の
で
す
。

今
唆
3
ヵ
年
(
平
成
元
年
慶
I
3

年
厦
)
に
取
り
咀
む
S
業
を
明

ら
か
に
し

、経
済
・

社
会
情
身
の
変
化

に
対
応
し
て

、
毎

年
修
正
を
加
え
て

策
定
し
て
い

ま

す
。

@
人
生
8
0
年
畤
　

代
へ
の
対
応
と
　

住
み
よ
い
ま
ち
　

づ
く
り
に
向
け
て

I
計
』
の
内
容
i

肝
豐
事
業
の
総
顕
は

、
平
成
元

甲
度
5
僊
円
、2
年
度
跚
億
円

、3

年
度
哨
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
政
の
計
圖
的
覗
行
に
あ
た
っ

て
は

、
人
生
8
0竿
時
代
に
対
心
し

た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
庄
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
の
皿
要

な
柱
と
し
て
推
薦
し
て
い
き
ま

す
。遭

路
‘
交
通

、
下
水
道
を
は
じ

め
と
す
る
基
幹
的
施
設
を
塵
偉
す

る
と
と
も
に
、
地
区
皿
境
整
備
、

水
と
嫁
を
生
か
し
た
水
回
廊
嘴
忽

や
再
開
発
事
業
な
ど
、
ゆ
と
り
と

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す

。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
整
備

、
高
齢
者
事
業
団
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呀
晩
、
さ
ら
に
は

生
唾
半
目
に
も
力
を
庄
ぎ
。
高
齢

化
社
会
に
対
心
で
き
る
よ
う
施
策

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

C
I
手
法
も
総
合
的
・
多
面
的

に
取
り
入
れ
て

、こ
れ
ら
廠
鴒
の

爽
現
の
た
め

、
区
の
総
力
を
拳
げ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

@
実
膓
計
』に
よ
る
、平
成
元
　

年
度
に
実
施
予
定
の
主
な
事
業

本

格

的

な

地

域

経
済

政
策
の

推
進

浬
業
振
輿
は

、
地
峨
の
活
性
化

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す

。
積

極
的
に
施
策
を
推
進
し
ま
す

。

・

商
店
街
の
振
興

?
広
域
商
g
街
の
区
営
駐
車
場
用
　

池
の
厦
保

▽
商
店
街
広
域
診
断
と
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
穆
の
実
施

▽
商
店
街
の
環
境
整
爾
(
カ
ラ
ー

舗
装
、
街
路
灯
ほ
か
)
の
肋
呪

・

呎
町
再
開
発
事
業
の
促
進

7
竹
の
蜜
西
口
南
旭
区

7
綾
瀬
西
口
岡
辺
地
区

▽
北
千
僅
西
口
地
区

総
合
的
な

福
祉
政
策
の
充
実

倉
速
な

高

齢
化

、
櫑
祉

ニ

ー
ズ

の

多
寮

化
に

対
応
で

き
る

施
策

を

展

聞
し
ま

す

。

一

稀
別

費
護

老
人

ホ
ー

ム

・
商

齢

書
在

宅
サ

ー
ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の

整
備

▽
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
　

設
-
』・
定
員
囹
人
(
う
ち
痴
呆
畦
　

老
人
図

人
)

、
在

宅
サ

ー
ピ
ス
セ

ン

タ

ー
併

段
(

佐

野
二

丁
目
)

亜
心
身
」
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
遯
設

▽
柬
地
区
(

神
明
二
丁
目
)
建
設

▽
西
地
区
(
石
在
家
三
丁
目
)
設

計
委
託

檀
祉
公
社
等
の
設
立
準
爾

▽
福
祉
公
社
等
運
営
組
織
の
設
置

▽
観
助
S
力
鹹
制
度
の
創
設
準
偉

快
適
環
境
の誘

導
・
整
備

都
市
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
快
適
性
の
誘
導
に
よ
り
、
僅

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す

。

・

親

水
水
路

・

緑

道
の

整
備

▽
葛
西

弔
水

、

八

か

村

憲

し

、
中

居
楓

、

保

木

間

緑

瀘

、

武
蔵

野

の
略

我
水

整

備
(
造
凪
)

▽
梅
田
堀
観
水
整
備
(
誨
査
等
)

』
荒
川
河
川
敷
「
中
央
河
川
公
圃
」

整
一

▽
多
目
的
和
用
の
た
め
の
護
早
で

事
、
両
水
敷
整
爾

』
舎
人
新
繚
等
の
導
入
促
進

▽
舎
人
新
線
沿
線
開
発
肩
査

▽
常
盤
新
線
導
入
促
進

』
都
市
計
』
遭
路
の
整
備

▽
補
助
M
号
線

、
甬
号
願
塵
備

圏
不
燃
化
促
進
事
業
の
推
進

▽
対
象
旭
峨
新
現
揩
男
4

ヵ
所
)

・

住
環
碗
整
爾
モ
デ
ル
事
業
の
推

逾
▽
関
原
一
丁
目
の
X
営
モ
デ
ル
僅
　

宅
(
今
年
6
月
完
成
)
を
拠
貞
　

に
、全
国
的
に
ユ
子
-
ク
な
修
　

復
型
求
ち
づ
く
り
を
雇
進

教

育
環
境

の
整

備
と

生

涯

学

習

の

推

進

高
度
壻
報
化
社
会
へ
の

対
に

と

、
区
民
の
生
睡
学
習
へ
の
参
加

を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

一

教
育
環
境
・
陬
設
の
整
一

▽
入
谷
剛
中
学
校
薑
設

▽
A
・
V
(
校
内
放
送
装
置
)
を

小
学
校
に
設
置

▽
区
内
小
・
中
学
校
の
音
豪
衣
室

の
防
音
・
府
房
化

▽
日
光
林
間
学
園
改
築

・

生
涯
学
習
陋
験
の
整
傭

▽
総
き
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
惆

▽
竹
の
塚
岨
水
プ
ー
ル
建
§

▽
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
卿
査

▽
放
送
大
学
の
誘
致

統
合
庁
舎
建
般
促
進

と
本
庁
舎
跡
利
用

「
区
役
所
の
位
置
を
足
め
る
条

例
」の
議
決
を
受
け
て

、統
合
庁
舎

建
設
の
促
進
と

、
本
庁
舎
罫
利
用

の
腴
討
を
行
う
た
め

、
耳
管
組
嗽

を
今
年
1
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

@
平
成
元
年
度
予
算
案
を

3
月
議
会
に
提
案
し
ま
す

以
上
の
よ
う
な
内
容
の
i

施

計
画
」
が
具
体
的
に
執
行
さ
れ
る

た
め
に
、
一
般
の
事
業
と
あ
わ
せ

た
平
懦
元
年
慶
予
算
案
が
3
月
議

僉
へ
提
裏
さ
れ
ま
す

。こ
の
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
す
と

、
平
氓
元
年

厦
事
業
と
し
て
動
き
だ
し
ま
す
。

な
お
、「
異
施
肝
画
に
魯
は
崎
賀

公
聞
課
(
本
庁
舎
、
中
央
本
町
庁

皀

、各
図
・

館
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
平
虞
元
年
厦
予
算
案
の
く
わ

し
い
内
g
は

、3
月
1
0日
寛
行
の

『
あ
だ
ち
広
報
・
予
算
特
集
等
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い

。
Λ
企
躙
鑠
V

葛 西 用 水 親 水 水 略 ・ 下 流y- ン( パ ー ス)

日
光
林
間
学
圃
(
爾
型
)

モ モ
コ

ち

ゃ ん

を
さがせ

永井 ひとみさん
( 花 畑 北 中・3 年)

思
い
や
り
の
心
を

大
切
に
し
た
い

「
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
次
第

で

、
今
す
ぐ
に
で
も
王
国
に
な
れ

る

。
こ
の
こ
と
を
訴
え
た
か
っ
た

の
で
す
I

体
の
不
自
S
な
方
の
手
助
け
を

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
繖
り
込
ん
だ

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
王
国
を
つ
く
ろ

う
よ

」
と
題
し
た
ひ
と
み
さ
ん
の

作
文
は

、
東
東
ボ
ラ
ン

ーア
イ
ア
セ

ン
タ
ー
の
乍
艾
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
貫
を
受
賞
し
ま
し
た
。

擂
眦
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

花
畑
麋
小
5
年
生
の
と
き
に
近
く

の
養
護
学
校
と
の
交
流
会
に
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

「
話
す
こ
と
も
不
自
由
そ
う
だ

っ
た
車
イ
ス
の
子
が
、
お
別
れ
の

時
に
は
名
前
を
覚
え
て
呼
び
か
け

て
く
れ
、
そ
れ
が
と
っ
て
も
う
れ

し
か
っ
た
」『

自
分
目
身
も
足
に
ケ
ガ
を
し
、

短
い
関
で
も
不
目
由
な
思
い
を
味

わ
う
た
だ
け
に
、
人
へ
の
思
い
や

り
の
心
を
人
切
に
し
た
い
と
い
い

ま
す
。

飛
肺
は
ピ
ア
ノ
。「
将
来
は
、
大

好
き
な
盲
楽
や
廿
会
福
祉
の
こ
と

で
世
界
中
を
回
っ
て
勉
強
し
た

い
」
と
希
g
を
腿
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

フォト
ニュース

あだち

写真と 映像の
たいむ・とら べる

1
/
5
～
1
1

「
な
つ
力
し
い
り
I
ご

足
立
区
の
今
昔
を
写
真
パ
ネ
ル
や
ビ

デ
オ
で
晒
介
し
た『
た
い
む
・
と
ら
べ
る
』

展
。エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
ー
階
ホ
ー
ル
で
」

催
さ
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
と
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、

年
前
に
区

内
を
空
握
し
た
テ
レ
ビ

四
「
東
京
の

一
の
下
」
の
放
映
も
行
1
れ
ま
し
た
。

1/ 14 海外技術者東京研修
センターで新年会

蕕 苣 霹 碯IM 缶Z

畄疆・・j l aw 叺 袈l e
て交流を凍めました。

1
/
1
5
成
人
の
日
の
集
い

こ
の
日
、
全
s
で
。
豆
区
で
は

1
万
2
干
―
人

m
馭
長
生

し
ま
し
た
。
会
と
な
っ
た
文
化

゛
″
″
ぺ

産
業
振
興
館

i
`
″

や̀
か
な
振
り
そ
で

ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
姿
の
希
き
た
ち
で
い
っ

ぱ
い
。『
こ
の
日
を
き
っ
力
け
に
、
力
強

い
団
晒
力
と
た
く
ま
し
い
行
動
力
で
地

黷
社
会
に
力
の
発
揮
を
』
と
区
長
な
ら

澂
励
を
受
け
!
し
た
。

1/ 22 区民駅伝大会
河
田
載
チ

、・
卜

川
5

鳥
晒
A

校
殷
殷

阨

て
一

中
高
一
一

の
僉
し

・
瀬
子
子
・

同

加
だ
綾
男
男
校

蜀
y
参
し
柬
ヽ
ヽ
高
・
大
駅
が
ま
‥
A
メ
子
だ

喟
だ
ム
れ
李
中
モ
女
し

一
れ
一
ら
中
屋
力

ヽ
で

魯
わ
チ
げ
子
一
I

高

鰾

膃

毟

贊

干
験
に
纖
乙
子
全
立
徳

川
門
ガ

ー
女
学
足
澗

シリ ー ズ

あ だ ち の鳥 た ち

ウ ミ ネ コ

区
内
で
は
、
3
一

の
カ
モ
メ
が

見
ら
れ
ま
す
。

体
か
小
さ
い
カ
モ
メ
は
ユ
リ
カ

モ
メ
、
大
き
い
の
は
セ
グ
ロ
カ
モ

メ
、
ウ
ミ
ネ
コ
は
そ
の
中
間
の
大

き
さ
で
す
。

体
の
大
き
さ
の
ほ
か
に
、
背
や

冀
は
欟
い
斉
灰
色
で
足
に
黒
い
僭

が
あ
る
こ
と
や
。
足
と
く
ち
ぱ
し

が
黄
色
く
。
く
ち
ば
し
の
先
に
黒

と
赤
の
模
様
か
あ
る
な
ど
の
特
徴

で

、
ほ
か
の
カ
モ
メ
と
見
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

名
船
か
表
し
て
い
る
と
お
り
。

「
ミ
ャ
ー
オ
。
ク
ワ
ー
オ
」
と
鳴

く
声
は
猫
の
声
に
よ
く
似
て
い
ま

す
。ウ

ミ
ネ
コ
は
。日
本
近
酲
だ
け

に
笵
ら
れ
る
特
産
の
鳥
の
ひ
と
つ

で
す
。密
集
し
た
コ
ロ
ニ
ー
を
つ

く
っ
て
の
繁
殖
か
有
名
で
。
岩
手

S
の
・
・
、
S
粛
の
`
S
唇

の
集
団
繁
足
旭
は
天
寮
配
念
初
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
1
2
歳

の

若
鳥
は
1
年
中
。
各
地
で
見
ら

れ
ま
す
が
、
成
鳥
は
春
か
ら
夏
の

関
の
繁
殖
地
付
近
だ
け

に
い
ま

す
。多

犀
川
で
は
鬨
発
、
汚
染
の
進

吁
に
従
っ
て
だ
ん
だ
ん
上
蓆
で
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

足
立
区
に
も
最
近
こ
の
鳥
が
冬
朋

に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
。

多
東
川
と
同
じ
理
由
か
ら
で
し
ょ

か
。
A
輿
境
一

水
一
調
査
係
V
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お
役
立
て
く
だ
さ
い

消
費
者
セ
ン
タ
ー

消
費
者
セ
ン
タ
1
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
が
よ
り
よ
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
さ
ま
さ
ま
な
活
勳
を
行

つ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

□
消
費
者
相
談

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
勦
め
ら
れ
て

便
わ
な
い
も
の
を
賈
つ
て
し
ま
っ

た
、
賈
つ
た
商
品
の
性
能
が
思
い

と
い
う
よ
う
な
時
、
お
気
崕
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
艮

が
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
パ
ネ
ル
・
実
物
の
展
示

く
ら
し
に
役
立
つ
商
品
知
歐
、

商
品
テ
ス
ト
の
結
果
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

□
情
報
資
料
室

消
費
者
問
嘔
に
関
す
る
書
籍
、

雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
1
6ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
、
ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
な
ど
を
収
集
し
て
、閲
覧
、

無
料
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

□
商
品
テ
ス
ト
室

生
活
用
品
や
苦
憤
品
の
テ
ス

ト
、
簡
易
テ
ス
ト
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

□
勉
強
会

各
種
講
座
の
閧
催
や
講
師
の
派

遺
、
消
費
者
グ
ル
ー
ブ
ヘ
の
教
室

の
貨
出
し
な
ど
を
し
て
い
ま
す

。

参
加
し
ま
せ
ん
か

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
教
室

消
費
者
学
級手

作
り
み
そ

と

う

ふ

私
た
ち
の
食
卓
は
、
た
く
さ
ん

の
加
工
食
品
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
加
工
食
品
の
中
に
は
、

従
来
よ
り
少
し
手
が
か
か
っ
た
だ

け
で
。手
作
P

と
表
示
さ
れ
充
ら

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
来
の
手
作
り
は
や

は
り
自
分
の
手
で
俘
つ
た
も
の
で

し
ょ
う
。
。
畑
の
肉
'
と
も
言
わ
れ
、

す
ぱ
ら
し
い
栄
養
の
あ
る
大
豆
を

使
つ
た
日
本
の
伝
統
的
な
加
工
食

品
「
み
そ
、
と
う
ふ
」
を
皆
さ
ん

の
手
で
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。
み

そ
・
と
う
ふ
作
り
を
通
し
て
、
手

作
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

日
程
・
内
容
▽
3
月
2
日
(
木
)
　

・
;
手
前
み
そ
作
り
▽
3
日
　

(
金
)
・
・
・
手
作
り
と
う
ふ
、
い
ず
　

れ
も
午
後
1
時
3
0
分～
3
時
3
0
　

分
場
所

消
賢
者
セ
ン
タ
ー
(
無
料
)

講
師

消
費
者
セ
ン
タ
ー
職
貝

定
S
4
0

人
(
先
讐
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

桷
費
者
セ
ン

タ
ー

　
跏
5
3
8
5

第
5
回

消
費
者
テ
ス
ト
教
室

身
近
な
食
品
テ
ス
ト

市
販
の
(
ム

ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
に

は
色
々
な
食
品
添
加
物
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
代
表

的
な
も
の
は
合
或
保
存
料
と
発
色

剤
で
す
。
発
色
剤
は
食
肉
の
あ
ざ

や
か
な
桃
赤
色
を
い
つ
ま
で
も
保

つ
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

。

そ
こ
で

、
今
回
は
(
ム

ー
ソ
ー

セ
ー
ジ
類
の
添
加
物
の
う
ち
、
発

色
剤
の
簡
易
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
3
月
9
曰
(
木
)
、午
後
―
　

時
～
3
時

場
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー
(無
料
)

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員
2
0
人
(
先
讐
順
)

内
容
(

ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
発

色
剤
テ
ス
ト

持
つ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
會
せ
先

消
貸
者
セ
ン

タ
ー

　
巍
5
3
8
5

無
料
で

「
出
前
教
室
」し
ま
す

グ
ル
ー
プ
に
講
師
派
遣

「
お
や
つ

」「
食
品
添
加
惣

「
農

薬
」「
洗
剤
」『
契
約
』な
ど
、消
費

生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
勉

強
し
た
い
。
そ
ん
な
時
に
2
0人
以

上
の
方
が
集
ま
れ
ば
、
無
料
で
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。

P
T
A

、
保
護
者
会
、
婦
人
会

、

敬
老
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活
勳
に

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
ー

　
辧
5
3
8
5

消
費
生
活
問
題
調
査
研
究

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す

日
々
の
消
費
生
活
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
の
中
か
ら
、
特
定
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
謁
査
、
研
兜
す

る
消
費
者
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す
。6

3年
度
は
、
8
3人
1
1グ
ル
ー
ブ

の
方
々
が
、石
け
ん
と
合
成
洗
剤
、

化
粧
品
。
冷
凍
食
品
の
添
加
物
、

水
と
浄
水
器
な
ど
に
つ
い
て
、
熱

心
な
飼
査
研
兜
活
勳
を
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
グ
ル
1

ブ
で
、
消

費
者
問
題
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
調
査
、研
兜
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究

に
必
要
な
膺
報
の
提
供
や
簡
易
テ

ス
ト
法
の
指
導
、
施
設
見
学
会
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ

、
ご
C
募
く
だ
さ
い

。

応
募
資
格

区
内
在
住
の
方
5
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ

募
集
グ
ル
ー
プ
数
1
4
グ
ル
ー
プ

(先
着
順
)

活
助
期
間
1

年

活
勤
内
容

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ

ー
マ
を
決
め
、
年
2
回
活
勳
結

果
を
報
告
(
こ
の
報
告
は
、
翌

年
度
「
ク
ル
ー
プ
報
告
集
」
と

し
て
発
行
し
ま
す
)

謝
礼
I

報
告
1
万
5
千
円
(
年

間
3
万
円
)

募
集
期
限
3

月
3
1日

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
ー

　
膕
5
3
8
5

あなたも消費者問題を研究してみませんか

消
費
者
問
題
Q
&
A

〝
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
〟

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
は
、
魴
問

販
充
な
ど
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
巧
み

な
勦
誘
の
た
め
。つ
い
契
約
し
て

し
ま
っ
た
時
、
一
定
の
条
件
を
爾

た
し
て
い
れ
ぱ
、
無
条
件
で
契
約

解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

具
体
的
に
は
ど

ん
な
も
の
で
し
ょ

う
。
次
の
ク
イ
ズ

に
ま
ず
答
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

Q
ど
ん
な
場
合
で
き
な
い
か
　

ア

自
分
か
ら
店
に
行
つ
た
場

合
イ

街
か
ど
で
呼
び
と
め
ら
れ

た
場
合

ウ

呼
び
出
さ
れ
て
店
に
行
っ

た
場
合

Q

契
約
か
ら
何
日
以
内
な
ら
　

ア
8

日

イ
7

日

ウ
4

日

Q
現
金
一
括
払
い
し
た
時
は
?
　

ア

支
払
い
金
が
全
額
戻
る
　

イ

ー
度
払
つ
た
お
金
は
戻
ら

な
い

ウ
3

千
円
以
上
の
商
品
な
ら

戻
る

Q
解
約
の
申
し
立
て
は

ア

電
話

イ

書
面

ウ

店
に
出
か
け
て

正
解
は
ア
ア
ウ
イ
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
「
指

定
用
品
に
人
つ

て
い
る
か
」「
消

耗
品
を
閲
封
し

た
り
、一
郡
使
用
し
て
い
な
い
か
」

な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
は
消
費
者

の
強
い
味
方
で
す
。
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
で
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者

に
。
A
消
S
者
セ
ン
タ
―
Y

ご利用ください
生活用品交換情報コーナー

。引
つ
越
す

の
で
、家
の
中

を
整
理
し
た

い
り
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
の
で

格
安
で
中
古
品

が
欲
し
P

と

い
う
よ
う
な
方

の
た
め
、
ま
た

資
源
の
有
効
利

用
の
た
め
。ヵ
I

ド
に
よ
る

「
生
活
用
品
交

換
憐
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

力
―
ド
掲
示
堤
所

▽
消
費
者
セ

ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
(

エ
ル

ー

ソ
フ
ィ
ア
ー
階
)

▽
西
新
井

区
民
ホ
1
ル
(
西
新
井
ニ
チ
イ

4
階
)

登
録
麦
格

区
内
在
住
・
在
勦
者

登
録
方
法

電
話
ま
た
は
采
所

利
用
方
法

匱
接
登
録
者
に
連
絡

し
、
価
格
等
を
決
め
る

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
1

　
8
8
0
5
3
8
5

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

あ
だ
ち
ま
ちづ
く
りト
ラ
スト

快
適
で
文
化
豊
か
な
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
設
立
し

た
。
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス

ト
'
。
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付

を
基
金
と
し
、
今
年
度
は
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
団
体
3
つ
に
助
成
し

ま
し
た
。

平
成
元
年
度
も
4
月
、
1
0月
に

助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象

▽
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
、
研
究
等

を
行
う
団
体

▽
公
共
空
間
で
、
快
適
な
都
市
景

観
の
整
備
等
を
行
う
団
体

▽
公
開
性
の
高
い
民
地
で
、
快
適

な
都
市
景
観
の
整
臠
を
行
う
個

人
、
団
体

□
寄
付
金
を
募
集
し
て
い
ま
す

公
益
信
託
「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く

り
ト
ラ
ス
ト
」
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
。
ト
ラ
ス
ト
"
の
主
旨

に
ご
賃
同
い
た
だ
け
る
方
か
ら
寄

付
金
を
募
つ
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

嬲
足
立
区
ま

ち
づ
く
り
公
社

　
Ⅲ
3
6
1

シリ
ーズ
足
立
の
文
化
財

舎
人
氷
川
神
社
本
殿

(
足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
)

所
在
地
…
舎
人
5
-
1
9

こ
の
神
社
の
創
建
は
古
く
、

鎌
倉
時
代
初
期
正
治
2
年
(
1
2
0
0
)

に

、
大
宮
の
氷
川
神

社
を
観
請
祭
杞
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す

。

現
在
の
杠
殿
は
、
天
保
7
年

(
1
8
3
6
)

の
建
築
で
絋
睇

造
り
、
柾
目
の
素
材
を
集
め
て

造
ら
れ
て
い
ま
す
。

景

は
醤

―

の
贊
a

り
で
大
き
く
社
殿
を
覆
つ
て
い

ま
す

。
そ
の
特
徼
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
社
殿
一
面
に
施
さ
れ

た
彫
刻
で
す

。

の
ぽ
り
り
1
4
　

向
拝
の
両
柱
に
昇

竜
、
降

竜
、正
面
扉
に
唐
獅
子
や
牡
丹

。

や
ま
た

お
ろ
ら

左
側
面
に
は
八
岐
の
大
蛇
退
治

が
、裏
面
に
は
天
の
岩
戸
閲
き
、

右
佩
面
に
は
天
孫
降
臨
の
よ
う

す
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま

す

。奥
の
両
柚
の
懸
崖
に
は

、親

子
の
唐
獅
子
が
彫
り
抜
か
れ
。

獅
子
は
子
を
千
仭
の
谷
へ
つ
き

落
と
し
、
子
は
自
分
で
谷
間
か

ら
は
い
上
が
る
と
い
う
図
柄
で

す

。舎
人
町
は
江
戸
時
代
、
赤
山

街
遭
の
宿
場
と
し
て
栄
え
、
ま

た
市
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
す

。そ
う
し
た
背
景
が
、

こ
の
す
ぱ
ら
し
い
彫
刻
を
も
つ

社
殿
の
造
営
に
つ
な
が
っ
た
と

い
え
ま
す

。

舎人水川神 社本殿

く
ら
し
の

情

報

こ
ども

私
立

幼
稚

園

等
の

園

児

保
護

者
へ

補
助

金
　

私
立
幼
稚
園
等
の
園
児
保
護

者
補
助
金
(
唆
期
分
)
の
申
請
範

め
切
り
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は

。
至
急
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
印
か

ん
(
朱
肉
使
用
の
も
の
)
　

▽
園
児
在
籍
証
明
書
(
区
所

定
様
式
)

▽
保
霞
者
名
義

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除

く
)

申
請
方
法

匱
接
窓
ロ
ヘ
持
参

申
請
期
限
3

月
4
日

※
前
期
分
(
6
3年
4
月
～
9
月
)

の
申
請
も
れ
の
方
も
、
期
限
ま

で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
閥
合
せ
先

本
庁
舎
・

学
事
第
二
係

詰
一
1
1
1
1

㈹

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、
悩
み
の
あ
る
方
に
、

私
立
保
育
園
で
乳
幼
児
健
全
育

威
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
つ

ペ
テ
ラ
ン
保
母
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。お
子
さ
ん
の
す
こ

や
か
な
成
長
の
た
め
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
厳
守
。

実
施
保
育
菌
・
相
鮫
日
▽
興
　

野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
　

-
1
9
-
(
一
　
8
9
0
3
2
0
　

0
)
…
毎
週
月
・
土
曜
日
　

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
　
1
2
9
-
6

　
8
8
9
3
8
6
　
0
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
　
1
1
1
0

　
9
1
4
6
4
6
6
)
　

・・・毎
週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
児
童
助

成
係

　
靦
1
1
1
1
㈹

就

学

相

談

障
害
を
持
つ
と
思
わ

れ
る
お
子
さ
ん
に

4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
、
心
身
に
障
害
を
持
つ
と
思

わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
就
学
相
談

を
行
つ
て
い
ま
す
。お
子
さ
ん

の
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

ら
良
い
か
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
を
受
け
ま
す
。

旱
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
毎
週
月
曜
～
金
曜
　

日
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

塲
所

教
育
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
1

　
翻
9
5
3
1

福
祉

喜
寿
・
傘
寿
・
米
寿

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
は

3
月
1
5日
ま
で

昨
年
9
月
に
曹
寿
、
傘
寿
、

米
寿
を
迎
え
た
方
に
配
り
ま
し

た
マ
ッ
サ
1
ジ
券
の
便
用
期
限

が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。お
近
く

の
施
術
師
で
早
め
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

券
の
使
用
が
で
き
る
施
術
師

一
覧
は
、
券
に
同
封
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
出
張
料
を
自
己

負
担
す
れ
ば
、
自
宅
で
施
術
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

使
用
期
限
3

月
1
5日

問
合
せ
先

社
会
橸
祉
協
巖
会

昌
1
5
5
0

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

お
年
よ
り
の
医
療
費

健
康
と
老
人
医
療
費
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
に
、6
3年
9

月
受
診
分
の
『医
療
賢
の
額
』

を
参
考
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

送
付
予
定
2

月
下
旬

※
医
療
費
3
千
円
以
下
の
方
に

は
送
付
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
医

療
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

訂

正

本
紙
2
月
5
日
号
の
老

人
医
療
制
度
の
記
亊
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
外
来
は
I
ヵ
月
3
0
0
円

正
外
来
は
1
ヵ
月
瞋
円
　

お
詫
び
の
う
え
、訂
正

し
ま
す
。A
広
報
課
V

年

金

ご
利
用
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
相
談

区
で
は

。
足
立
社
会
保
険
事

務
所
と
合
同
で
、
毎
月
第
1
水

霆
日
に
年
金
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
(
休
日
の
と
き
は
翌
週
)
。

年
金
制
度
に
関
す
る
疑
問
や

ご
相
談
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
3
月
1
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
国

民
年
金
課
前
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

推
進
係

　
8
8
0
5
1
5
1
　

忘

れ
て

い
ま

せ
ん

か
　

国

民

年

金

保

険

料
　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め

や
す
い
毎
月
納
付
で
す
。
納
期

限
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌
月

末
日
で
す
。

1
月
分
の
納
期
限
は
2
月
2
8

日
で
す

。
お
近
く
の
金
融
機
関

(
銀
行
、
郵
便
局
等
)
、
区
役
所
、

区
民
事
務
所
窓
囗
で

、
忘
れ
ず

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
口
座
振
替
に
し
ま
す

と
納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

間
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係

　
鰰
5
1
6
1

税

金

お
済
み
で
す
か

原
動
機
付
自
転
車
の

廃
車
等
手
続
き

次
に
該
当
す
る
方
は
、
至
急

廃
車
ま
た
は
名
義
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
壊
れ
て
乗
れ
な
い
バ
イ
ク
を

持
っ
て
い
る
方

▽
盗
難
に
あ
い
、
現
在
ま
で
発

見
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
届
け
出
を
し
な
い
で

、
売
っ

た
り
、
譲
っ
た
り
し
た
方
　

譲
渡
し
た
り
、
業
者
に
廃
車

届
を
依
頼
し
た
方
は

。
そ
の
届

出
証
明
番
を
確
昭
し
て
く
だ
さ

い

。

届
け
出
の
手
続
き
に
必
要
な
も

の▽
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
(
盗
難
、

紛
失
等
の
場
合
は
、
担
当
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
)

▽
襟
識
交
付
証
明
書
(
盗
難
、

紛
失
等
の
場
合
を
除
く
)

▽
印
か
ん

※
な
お
、3
月
3
1日
ま
で
に
廃

車
等
の
手
続
き
を
し
ま
せ
ん

と
、平
成
元
年
度
分
の
軽
自
勳

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

届
出
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
軽
自
勳
車
税
係

鵺
5
0
8
8
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高齢者在宅サービスセンター

< 利用者募集中>
家庭で介護を必要
とするおとしよりの
生活を援助します

区
で
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
畦

の
お
と
し
よ
り
が
、
自
宅
で
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た

こ
れ
ら
を
未
然
に
予
防
す
る
た
め

の
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

「
高
齡
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」
を
閲
設
し
ま
す

。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
業
内
容
・
対
象

下
峩
の
と
お

り
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人

櫑
祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

高 齢 者 在 宅 サ 一 ビ ス セ ン タ ー

高齢者在宅サービスセンター事業概要

・ 家族介晨耆教靈・相談については、別途日時を設定し蟇集します。

児
童
手
当
の
請
求
手
続
き
を

現
在
2
人
以
上
の
児
童
を
債
弯

し
て
い
る
方
に
児
童
手
当
(

特
例

紿
付
)
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す

。

該
当
の
方
は
、
早
め
に
讀
求
手
硯

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
紿
資
格
次
の
い
ず
れ
に
も
該
　

当
す
る
方
▽
1
8
歳
禾
満
の
児
　

童
を
2
人
以
上
養
斉
中
で
、少
　

な
く
と
も
1
人
は
義
務
教
育
就
　

学
前
の
児
童
が
い
る
▽
区
内
　

に
僅
所
が
あ
る
▽
6
2
年
中
の
　

所
痔
が
制
限
額
(
左
表
)
未
櫚

手
当
月
憤
▽
義
務
教
育
蔵
学
前
　

の
2
番
目
の
児
寧
:
2
千
溺
円
　
　

▽
3
番
目
以
降
の
児
童

。:
1

人
に
つ
き
5
千
円
(
義
務
教
齊

就
学
月
の
前
月
ま
で
支
紿
)

申
爾
に
必
萋
な
も
の

▽
保
霞
者

名
義
の
区
内
金
融
機
関
の
預
金

通
帳
(郵
便
局
を
除
く
)

▽
現

在
加
入
中
の
年
金
手
帳

▽
健

蹶
保
険
証

▽
印
か
ん

マ
昨

年
1
月
1
日
現
在
、
区
外
に
居

住
し
て
い
た
方
は
、
前
庄
所
地

で
の
6
3年
度
所
博
証
明
S
(
児

童
手
当
用
)

※
公
務
員
の
方
は
、
勦
務
先
に
申

繍
し
て
く
だ
さ
い
。

申
讀
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児

巍
助
成
係

　
眤
1
1
1
1
㈹

昭和63年度所得制限額

特例飴付・・・受絵賣條、手当槽, 攜求1轤に6要なものは, 咒蠹　

手当と祠じ豪件ですが, 厚! 年金、私立幸校共済等にsAして　

いる方が勾皐となります。

所褥盍翻…紿与両得耆については, 紿与所得撻臘後の會襴をいい,

他の両得者については, 収λ 會襴から必寶崕● を控除した會● 　

をいいます。社会保隋軻相徊一律8a, ・仭円) 、医癲騫、小規樓　

典済・ ● 盲看, S 轤等の控 ● があります,

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
。1
団

体
1
搴
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稠
先
…
広
報
課

=
募
集
=

☆
三
味
線
サ
ー
ク
ル
土
曜

日
、
午
後
2
時
～
5
時
・
・
・
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
/
日
疆
日
、
午
後
6

時
I
9
時
・
:
中
央
本
町
セ
ン
タ

ー
/
三
味
線
無
料
貰
し
出
し
あ

り
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3

千
濮
円
/
杉
溯
　
暝
4
0
2
7

☆
ジ
ャ
ズ
リ
ズ
ム
体
操
火
曜

日
・
・
・
保
塚
セ
ン
タ
ー
、木
曜
日

・
:
太
暘
信
用
金
憲
千
庄
支
店
　

(
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
1
1
1
‥
時

3
0
分
)
/
入
会
金
2
千
円
、―
回

沺
円
/
平
山
　
砌
4
6
3
6

☆
子
供
の
将
棋
教
室
毎
週
土

曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
/
無

料
/
宮
本
　
貎
4
0
8
3

☆
ギ
タ
ー
教
室
月
堰
日
、午

後
7
時
1
9
時
(
月
3
回
)
/

フ
ォ
ク
ロ
ー
レ
、サ
ン
バ
等
/

月
額
3
千
円
/
関
囗
　
8
5
2
7

3
4
5
(

昼
関
)

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
オ
レ
ン
ジ

の
会
)
毎
週
火
曜
日
、午
削

1
0
時
1
1
1
‥
時
3
0
分
/
伊
興
セ
ン

タ
ー
/
朷
心
者
、
中
高
年
者
、

子
供
連
れ
可
/
入
会
金
千
円
、

月
額
2
千
円
(
休
会
千
円
)
/
長

島
　
8
9
7
7
2
5
5
(
午
前
中
)

☆
裏
千
家
茶
道
(
心
目
耳
会
)

皈
週
水
罐
日
、
午
後
6
時～
9

時
(
3
月
1
日
か
ら
全
1
0
回
)
/

青
年
館
/
初
心
者
3
0
歳
未
満
/

1
回
7
0
0
円
/
(
ガ
キ
に
庄
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
/
岩
崎
智
子
(
〒
a

足
立
1
-
5
-
1
2
'

　
3
8
5
2
6
2
0
5

、
夜
8
時
1
1
0
時
)

☆
籘
と
花
毎
週
木
隍
日
、
午

前
1
0
時～
正
午
/
初
心
者
歓
迎
/

月
頷
2
千
円
/
き
沢
　
袒

☆
革
工
芸
(
創
美
竹
の
塚
同
好
会

)
月
曙
ま
た
は
木
曜
日
、

午
後
6
時
3
0
分～
8
時
3
0
分
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千

沺
円
/
大
野
　
s
1
8
2
6
　

<夜
間
)

☆
料
理
教
室
(
ケ
チ
ャ
ッ
プ
)

金
曜
日
、
午
唆
6
時
3
0分
～
9

時
(
月
2
回
)
/
苛
年
館
(
た
だ

し
3
月
ま
で
は
、エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア
)
/
月
額
3
千
円
/
鈴
木

8
9
0
7
8
7
8

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
舎
人
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
)
毎
週
金

曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/

舎
人
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
沺

円
、月
額
千
瀰
円
、体
験
レ
ッ

ス
ン
5
0
0
円
/
五
味
　
8
5
5
4
0

6
2
(

哽
間
)

お
知
ら
せ

2
月
か
ら
、毎
月
第
2

・
第
4
土
曜
日
は
、
休
み

に
な
り
ま
し
た
。

足
立
自
助
車
検
査
登
録
事

務
所

　
鰰
1
5
1
1

掲示
板

□
私
立
高
校
等
入
学
支
度
金
の

賃
付合

格
し
た
ら
入
学
す
る
学
校

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

麦
格

▽
都
内
の
私
立
高
校
ま

た
は
私
立
專
修
学
校
高
等
課

程
(
3年
課
程
)
に
入
学

▽

保
護
者
が
都
内
在
住
の
方

賃
付
額
2
0
万
円
(
無
利
子
)

僕
還

在
学
中
に
月
駅
、
半
年

賦
、
年
歐
等
で
学
校
に
返
還

問
合
せ
先

都
・
学
募
第
一
課

学
亊
行
歡
　
2
1
2
5
1
1
1㈹

□
無
料
法
律
・
法
務
総
合
相
談

日
時
2
月
2
2
・
2
3
日
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
J
R

亀
戸
駅
ピ
ル
『エ

ル
ナ
ー
ド
』
6
陪

内
容

法
律
、公
正
証
s
(
遺
筥

等
)
の
作
吸
、人
権
問
弯
、登

記
な
ど
(
秘
密
鮟
守
)

閥
合
せ
先

柬
亰
法
務
祕
人
権

莠
護
郡

　
2
1
4
6
2
3
1

□
障
害
者
就
職
相
談
会

日
時
3
月
2
日
(
木
)
、午
唆
　

1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

場
所

サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
(

荒

川
区
民
会
館
小
ホ
ー
ル
)

対
象

身
体
陣
害
者
手
帳
、
愛

の
手
幔
を
お
持
ち
の
方

※
当
日
は
手
幔
、
履
匣
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安

定
所

　‘
8
8
2
1
2
8
7

□
国
の
進
学
口
―
ン

対
象

高
校
、
短
大
、
大
学
、

専
門
学
校
等
に
進
学
す
る
方

の
父
毋

砲
資
額

―
進
学
者
1
0
0万
円
以

内
融
資
期
間
5

年
以
内

利
率

年
5
・
7
%

申
込
・
問
合
せ
先

国
民
金
融

公
廩
千
住
支
店

　
朏
6
1

□
放
送
大
学
学
生
募
集

募
集
人
員

▽
全
科
履
修
生
・
。
1

7
千
人

▽
選
科
履
修
生
、

科
目
履
修
生

。
特
修
生
・・・
1
　

万
人

爾
s
の
請
求
(

ガ
キ
で
放
送

大
学
本
部
ま
で

出
顏
期
限
2

月
2
8日

申
込
・
間
合
せ
先
放
送
大
学
　

本
部
(
〒
s
千
菓
市
若
集
2
　

1
1
1
'
　
0
4
7
2

・
7
6・

5
1
1
1
)

募

集

心
身
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
職
員

(
理
学
療
法
士
)

心
身
陣
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、リ
(
ビ
リ
馴
練
指
導
の
理

学
療
法
十
蚕
募
s
じ
て
い
祟
罵

助
務
睥
聞
毎
週
火
曜
・
木
疆
　

日
、午
前
1
0
時
1
午
浚
4
時

勳
務
場
所

心
身
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー

対
象

理
学
療
法
士
の
責
格
を

有
す
る
方

報
酬
1

日
1
万
7
千
沺
円

申
込
方
法

直
接
窓
囗
ま
た
は

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
害

櫑
祉
セ
ン
タ
ー

8
8
3
6
1
7
1

保
育
園
非
常
勤

職
員
(
保
母
)

勳
務
条
件

日
曜
、
祝
日
を
除

く
毎
日

、
午
険
3
時
1
5分
I
　
7

時
1
5分

助
務
場
所

大
谷
田
第
一
保
膏

菌
紿
与

月
額
約
1
0万
円

応
募
資
格

保
毋
の
資
格
を
育

す
る
方

募
集
人
数

若
干
名

応
莠
方
法

履
歴
書
を
窓
囗
に

持
参
(
自
畢
、
写
真
貼
付
)

申
込
期
限
3

月
3
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

保
育
第
一
係

眤
1
1
1
1

㈹

国
民
健
康
保
険

非
常
勤
職
員

(
保
険
料
集
金
)

応
募
資
格

▽
区
内
ま
た
は
そ

の
近
郊
に
在
住

▽
お
お
む

ね
3
0歳
以
上
6
3歳
以
下

職
務
内
容

主
と
し
て
戸
別
訪

問
に
よ
る
保
険
料
の
集
金

層
用
期
聞
4

月
1
日
か
ら
1
　

年
募
集
人
■

約
1
0人

勳
務
条
件

月
1
8日
(
週
2
2～

3
2時
関
)
勳
筋

紿
与

基
本
給
(
1日
4
千
円
)

と
能
篳
給
の
合
計
額

応
募
方
法

履
歴
書
(
市
販
の

も
の
で
よ
い
)
1
通
を
廈
接

窓
囗
に
持
参

遇
考
方
法

面
接

応
募
期
限
3

月
H
日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
庶

務
係

　
跏
5
1
2
1

課
税
課
非
常
勤
職
員

(
軽
自
動
車
登
録

等
受
付
補
佐
員
)

応
募
責
格

次
の
す
ぺ
て
の
条

件
を
爾
た
す
方

▽
3
0歳
以

上
5
0歳
以
下

▽
区
内
在
住

▽
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
で

職
務
遂
行
に
適
す
る
方

職
務
内
容

▽
原
勳
機
付
自
転

車
の
登
録
、
廃
申
受
け
付
け

▽
仮
ナ
ン
バ
ー
貸
出
受
け
付

け
(
豌
末
機
操
作
あ
り
)

雇
用
期
閠
4

月
1
日
か
ら
1
　

年
募
搬
人
員

若
干
名

勳
務
条
件
週
4
～
5
日
、3
2
　

時
関
(
1
日
4
～
8
時
聞
)

紿
与

月
碩
1
3万
8
千
円

応
募
力
法

履
墮
書
(
市
販
の

も
の
)
1
通
を
直
接
窓
口
に

持
参

選
考
方
法

書
類
遭
考
、
筆
記

お
よ
び
面
接

応
募
期
限
2

月
2
8日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
軽
自
勳
車
悦
係

脚
5
0
8
8

お
しら
せ

学
校
開
放
利
用

団
体
登
録
の
更
新

現
在
の
団
体
登
録
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
は
、3
月
3
1日
で
す

。

引
き
続
き
学
校
施
設
を
利
用
し

た
い
団
体
は

、
更
新
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
閾
3
月
2
日
～
9
日

受
付
場
所

本
庁
舎
・
7
階
大

会
艤
蚕

必
謇
な
も
の

▽
利
用
団
体
登

録
申
讀
書

▽
学
校
長
承
諾

S

▽
団
体
の
規
約
、
会
則

(
2
郎
)

▽
会
員
名
簿
(
2
　

部
)
▽
現
在
便
用
中
の
団

体
監
録
カ
ー
ド

▽
S
任
者

の
印
か
ん

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体
育
管

理
係

　
靦
1
1
1
1
㈹
　

区

議

会
　

第
1

回
定
例
会

区
巖
会
第
1
回
定
例
会
が
閲

会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
は
、
ど

な
た
で
も
傍
聰
で
き
ま
す
。

日
程

▽
3
月
1
日
、
午
後
1
　

時▽
2
日
、
午
前
1
0時

▽
2
9日
、午
険
1
時

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
区
巖
会

募
務
祕

　‘
8
8
2
1
1
1
1
㈹

5
月
分
の
利
用
ご
案
内

「
伊
豆
・
熱
海
あ
だ
ち
荘
」

5
月
分
の
利
用
申
し
込
み

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す

。

(
ガ
キ
は
、―
保
養
所
、I
グ

ル
ー
プ
(
区
内
在
僅
・
在
勣
者
の

み
)
、
1
咬
に
限
り
ま
す
。

2
月
2
4日
　
区
役
所
、

公
社
施
設
は
休
み
ま
す

昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
の
行

わ
れ
る
平
成
元
年
2

月
2
4日

(金
)
は
、
法
律
で
休
日
と
な

り
ま
す
。
区
の
窓
囗
や
公
社
施

設
も
休
業
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
次
の
施
般
は
閧
設
し

ま
す
。

▽
区
民
保
餮
所

▽
国
民
健
康
保
険
保
養
所

問
合
せ
先

各
施
設
窓
口
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区民レポーター

様
々
な
悩
み
を
お
受
け
し
ま
す

区
民

相
談

室

r
知
ら
な
い
う
ち
に
サ
『
'
金
の
保
証
人
に
さ
れ
た
』

「
交
通
事
故
に
遭
っ
た
。
保
映
金
は
い
く
ら
出
る
の
か
」

―

こ
ん
な
時
、
区
昃
相
駁
室
が
あ
な
た
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。
今
回
は
、
保
木
間
一
丁
目
に
お
住
い
の
金

澤
港
さ
ん
に
レ
ポ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、
い
ろ
い
ろ
と

聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
相
手
は
区
民
相
駁
室
を

担
当
す
る
広
報
諜
石
川
相
談
係
長
で
す

。

8
種
類
の
相
談
事
業

金
澤

役
所
の
相
談
と
い
え
ぱ
、

苦
囀
相
談
な
ど
が
ま
ず
頭
に
浮

か
ぷ
の
で
す
が
、
区
民
相
談
室

で
は
、
ど
う
い
う
相
談
を
行
つ

て
い
る
の
で
す
か
。

石
川

一
般
相
談
、
交
通
事
故
相

談
な
ど
8
種
類
の
相
談
を
行
つ

て
い
ま
す
。一
般
相
談
は
行
政

に
か
か
わ
る
相
餤
を
は
じ
め
。

親
族
や
家
庭
内
の
諸
問
題
な

ど
、
す
ぺ
て
の
分
野
に
わ
た
る

相
鮫
が
含
ま
れ
ま
す
。
交
通
事

故
相
談
は
被
害
者
、
ま
た
は
加

害
者
の
損
害
賠
償
問
題
や
示
談

の
仕
方
な
ど
で
す
ね
。

金
澤

相
談
担
当
は
ど
の
よ
う
な

方
が
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す

か
。

石
川

行
政
の
多
方
面
に
携
わ
っ

て
き
た
ペ
テ
ラ
ン
戰
員
や
、
保

険
会
社
に
勦
務
し
て
い
た
方
な

ど
、
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
皆

さ
ん
の
悩
み
に
真
剣
に
お
こ
た

え
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
借
地

・
借
家
、
相
続
な
ど
法
律
の
知

職
が
必
要
な
法
律
相
談
は
足
立

法
W
会
所
属
の
弁
霞
士
。
相
続

税
、
贈
与
税
な
ど
税
金
に
関
す

る
税
筋
相
鮫
は
東
亰
税
理
士
会

所
属
の
税
理
士
に
委
託
し
て

、

専
門
的
な
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
ま
す
。

増
え
る
家
庭
生
活
・

民
事
上
の

相
談

金
澤

昭
和
6
2年
度
の
賢
料
を
見

ま
す
と
、相
談
総
件
数
は
9
千

聊
件
。足
立
区
民
は
6
4万
人
で

す
か
ら
、
単
純
計
算
で
約
6
4人

に
1
人
が
相
談
。お
や
つ
、
多

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
、こ

れ
は
増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
す

か
。

石
川

は
い
。し
か
も
価
僮
観
が

多
様
化
し
て
い
る
せ
い
か
、相

談
内
容
も
複
雑
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

最
近
で
は
、
冢
庭
生
活
上
の

問
題
や
民
事
上
の
相
談
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。た
と
え
ぱ
6
2
　

年
度
の
一
般
相
談
で
は
家
庭
、

相
続
、
借
地
・
借
蒙
問
題
の
順

で
し
た
。蒙
庭
相
談
は
夫
婦
関

佩
、
親
子
関
佩
、
老
親
扶
養
な

ど
で
、
核
家
族
化
・
高
齢
化
社

会
を
反
映
し
て
い
ま
す

。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
利
用
を

金
澤

柤
談
担
当
の
方
は
行
政
上

の
知
識
だ
け
で
な
く
民
事
に
つ

い
て
も
専
鬥
知
掀
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
ね
。

石
川

適
切
な
判
断
と
助
言
が
行

え
る
よ
う
研
さ
ん
に
努
め
て
い

ま
す
。ま
た
、ア
ド
バ
イ
ス
だ

け
で
は
解
決
困
難
な
時
は
専
門

機
関
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ぱ
、離
婚
諞
停
の
場
合

は
家
庭
裁
判
所
、
賃
金
不
払
い

の
場
合
は
労
政
事
務
所
で
す
。

金
澤

問
題
解
決
の
主
役
は
あ
く

ま
で
相
談
に
来
ら
れ
る
方
で
、

区
民
相
談
室
は
援
助
す
る
立
場

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

石
川

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で

す
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。無
料
で
す

し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

金
澤

区
民
一
人
ひ
と
り
の
強
い

味
方
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。こ

れ
か
ら
も
相
談
事
業
を
充
実
さ

せ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

金 澤 港さん

「一
人
で
悩
ま
ず
、気
軽
に
ご
利

用
を
」
と
石
川
相
談
係
暴
(
右
)

椙所・陶きせ凭 凉疔售(二F住) ,区民相談墮
882- 1111 ㈹

情

報 コ ー ナ ー

好評無料配布中!

「グラフあだちNo. 19」
「新まちかどLOOK」

配布楊所 各区民事務所
、檎報公

琵4 龍 畆 ゛ 本゛ ゛)ヽ

胃合せ先 本疔舎・広報課
882- 1111( 代)

地域女生史のおもしろさ・むずかしさ
地域女生史交流研究集会

このたび、足立女性史研究会から、
明治以降の足立の女性たちの歩みをま
とめたr葦笛のうた一足立・女の歴史」
(ドメス出版) が発行されます。
これを機に、全国各地で女性史に取
り組んでいる人びとの研究交流集会を
婦人総合センターで開催します。
記念講漏は女性史研究の第一入者の

もろさわようこ氏です。
また、写真で見る「足立・女の歩み
展」も同時開催します。ぜひ、ご参加
ください。
曰程別表のとおり( 写真展は3月1　
日～5日)
場所 嬋人総合センター
定員200 人
置用無料( ただし、交蠹パーティー　
は実費2[ xx0円)

主催 足立区薮育委員会、地域女性史
交砥研究集会実行委員会

申込方法 ハガキ、電話、直接窓口のい
ずれも可。ハガキの場合は参加日時
を明記。プログラムの一郡参加も可

申込・問合せ先 婦人総合センター
〒123 梅田7 一33―1 エル・ソフ
ィア内f T880 ―5222

東都区民福祉センター

文 化 祭
日時3月3日～5日、午前9時～　
午後4 時30 分

内容 婦人・おとしよ りの作品展 示、
児 童館 の「忍者 閠敷 」、親子 映回 会
r赤いト ラ ックと8 人の子ど もた
ち」( 4 日) 、音楽 ・踊り・リズ ム
ダン ス等の発表会( 5 日) 、お茶席
( 5 日) ほか

問合せ先 東部区民 福祉センター
605- 7101

春の花展示会
区内の花き栽培晨家で栽培した春
の花の展示会を行います。
※ 3月1日のみ先着100人の方に叨花
を配布します。
日時3月1日～3日、午前9時～　
午後5 時( 1 日は午後1 時から)
場所 中央本町庁舎1 階ロビー
問合せ先 中央本町庁舎・農産係

880―5118

日 曜 日 の

区内施設めぐり

曰程3 月5 日〔日〕
集合場所 ・畤間 本庁 舎( 千住) 表玄
関前、午前8 時40分

見学先郷土博物館、大谷田公園、
花畑記念 庭園、見沼 代親水公園、
舎人公園( レーガン桜) 、都市農業　
公園、西 新井大師

定員 圖 人( 先着順)
費用C>観光協会会員… 1, 5( X) 円
じ>会員以 外… 2, 0{ X}円( いず れも 昼
食付)
※ 費用は当日お支払いください
申込方法 電話予約
受付開始2 月21日
申込・問合せ先 足立区観光協会募
務局(中央本町庁舎・経済課内) 　
　880―5191

募集します
緑の標語と
シ ン ボ ル マ ー ク

区では、21世 紀に向けて 、繚を次
の世代への遣岸 とするため 、数多く
の緑化亊業を椎 准し てい ます。
その一環とし て緑化cI の標語や

シンボルマークを 又匣の皆さ んから
募集し ます。
応 募要憤
冫 住所、氏名。 年齡、電 話番号も
記入のうえ、送 付し てくださ い
自作米発表の 作品

じ>応募点数に制 限はあり ません
[ > 応募作品は返 却し ませ ん
じ>採用作品の版 権は区に帰 属し ま
す

※ 採 用の方には、賞 品をさしあげ ま
す。
入週発表5 月14 日( 日) に 行う「グ リ
ーン ・フェステ ィバル」会 場お よ
ぴ5月発行の「あだち広 報」で発表
し ます

応募期 限 元年3月31 日消印 有効
応募 ・問合せ先 本庁 舎・緑 化係
〒120 千住1- 4 ―18
882一1111 ㈹

絵ハガ キを販売中
「ふるさと散歩」やすらぎ編

足立区観光協会では、区内の公園、
寺社、名所などを紹介するため、今
年からシリーズで瞼ハガキを作製、
販売し ます。
今回は、やすらぎ綢として区内の
公圜シリーズを作製、ただいま販売
中です。
販充価格3 〔X〕円( 10 枚1 組)
販売場所 観光協会事務局。疇報公
閲課( 本庁舍、中央本町庁舎)

問合せ先 観光協会事務局( 中央本
町庁舎・経済課内) 　880- 5191

おとしよりから学ぶ

生 活 教 室
今回は着つけをマスターします。
曰時3月2日( 木) 午後1時30分～　
3時30分

場所 花畑匯匣センター(無料)
対象 区内在住・在動の女性
内容 着くずれしない着方と帯結び
のコツ
定員20 人(先着順)
申込方法2 月21日から匱接窓口ま
たは電話
申込・問合せ先 花畑又匣センター

850―2617

プラネタリウム
一般投映( 3～5月)

曰時 毎週十曙日、午俊2時・3BS30　
分( 2 回)
場所 教育センター
内容 春の星空の紹介と、アポロ11　
号が月へ行つたときのお話
定員172 人( 各回先着順)
費用[ >153! 以下・・、無料D16 畿以
上… 10( )円
問合せ先 教育センター
850―8801

第42回都民体育大会
足立区予選会

□ 硬式庭球
日時3月19・26日( 予爾日4月2　
日) 、午前9時～午後6時
場所 総合スポーツセンター庭球場ほ
か
親技種目 男子・女子シングルス
参加資格 区内在住・在勦者( 高校生
以下を除く)
費用l 人1, 000 円( 当日会場で納め
てください)

申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
職業、藐枯膠、藐技種目を明記

申込期限2 月28日必耆
申込・問合せ先 区協会・浦中
〒121yr のW4 ―3 ―25―305
884―5536

□ バスケットボール
曰時4月2日～30日、午前9時～午

後6 時
場所 総合スポーツ センタ ーほか
種目 男女別卜- ナメント
資格 区内在住 ・在勤・ 在学 者で構成
し たチーム

費用1 チー 厶5, 0001 円。 代表者会議
( 3 月24日、午 後6 時30分 。総合ス
ポーツセンタ ー大会 講室) に持参

申 込方法 ハガ キにチーム 名、代表者、
電 話番号を明記

申 込期 限3 月4 日必耆
申 込・問 合せ先 区 連盟・阿出 川
〒120 足立4- 39- 22
886 ―2420

郷土博物館の展示

農具にみる

あだちのくらし

会期2月19日～4月16日
内容 郷土溥物館収蔵の農具、明治
時代の「南足立郡晨具之図」展示

追悼展「初代館長杉山博

先生をしのぶ」

昨年10月20日に逝去された朷代鰓
長杉山佻牢の足跡を遺影や遺品を通
してたどります。
杉山弥年は東亰大学、駒沢大学を
研究の場として、日本の中世の歴史
を明らかにするとともに、晩年は当
館々長として足立区の郷土史研兜を
積極的に指導されました。
会期3月1日～31日
※ 開館時闡は午前9時～午後5時。
(入館は午後4 時30分まで。月讒日
は休館)
問合せ先 郷土溥物館 　620―9393

T. M. To. S. 240, 000


